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年
度
に
は

県
外
か
ら

の
女
性
部

の
受
け
入

れ
を
開
始

し
、
お
も

て
な
し
プ

ラ
ン
を
通

じ
て
地
域

の
発
展
に

貢
献
、
茨

城
県
の
魅

力
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
あ
い

さ
つ
で
は
、
大
井
川

県
知
事
、
角
田
専
務

理
事
か
ら
女
性
部
の

益
々
の
活
躍
に
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
た
。

　

総
会
後
の
部
員
増

強
運
動
表
彰
式
で

は
、
10
商
工
会
女
性

部
が
表
彰
さ
れ
、
続

い
て
行
わ
れ
た
部
員

研
修
会
で
は
、
山

本
恵
子
氏
（
株
式
会

社 

Ｍ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ａ

ｓ
代
表
取
締
役
）
を

講
師
に
迎
え
、「
脳

に
効
く
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
生
活
習
慣
の
見

直
し
」
を
テ
ー
マ
に 

講
演
い
た
だ
い
た
。

　

県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
（
宮
本
正
枝

会
長
）は
５
月
７
日
、

令
和
８
年
度
通
常
総

会
を
水
戸
市
で
開
催

し
、
事
業
計
画
・
収

支
予
算
案
な
ど
原
案 

通
り
可
決
、
承
認
さ

れ
た
。

　
宮
本
会
長
は
、「
令

和
７
年
度
商
工
会
女

性
部
員
増
強
運
動
で

の
加
入
強
化
期
間
の

部
に
お
い
て
、
４
年

連
続
全
国
１
位
を
獲

得
。
年
間
の
部
に
お

い
て
も
２
年
連
続
茨

城
県
が
１
位
を
獲
得

し
、
素
晴
ら
し
い
結

果
と
な
っ
た
。ま
た
、

県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク
で

『
お
も
て
な
し
交
流

事
業
』
プ
ラ
ン
作
成

を
行
っ
た
。
令
和
８

大
き
な
成
果
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

近
年
は
社
会
環
境

や
地
域
経
済
も
大
き

く
変
化
し
、
女
性
部

に
求
め
ら
れ
る
役
割

も
ま
す
ま
す
広
が
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
に
あ
っ
て

も
、
女
性
な
ら
で
は

の
感
性
や
行
動
力
、

そ
し
て
地
域
を
支
え

る
温
か
な
力
は
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に

お
い
て
更
に
重
要
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
い
ば
ら
き
レ
デ
ィ

ー
ス
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
が
、

こ
れ
か
ら
も
女
性
部

員
の
皆
様
の
活
動
を

力
強
く
発
信
し
、
人

と
人
、
地
域
と
地
域

を
結
ぶ
架
け
橋
と
し

て
発
展
さ
れ
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

次
の
世
代
へ
と
女
性

部
活
動
の
魅
力
と
志

が
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

様
の
情
熱
と
努
力
に

よ
っ
て
、
本
紙
が
今

日
ま
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
こ
と
は
、
大

変
意
義
深
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　

創
刊
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
地

域
に
根
ざ
し
た
女
性

の
力
を
結
集
し
、
そ

の
想
い
や
活
動
を
広

く
発
信
し
た
い
と
い

う
強
い
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
思
い

の
中
か
ら
誕
生
し
た

の
が
「
い
ば
ら
き
レ

デ
ィ
ー
ス
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」

で
あ
り
ま
す
。
紙
名

に
込
め
た
“
Ｎ
Ｏ
Ｗ
”

に
は
、「
今
」
を
頑
張

る
女
性
た
ち
を
応
援

　
こ
の
た
び
、「
い
ば

ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｎ

Ｏ
Ｗ
」
が
創
刊
35
周

年
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

35
年
と
い
う
長
い

歴
史
の
中
で
、
本
紙

が
茨
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
の
活
動

を
広
く
発
信
し
、
地

域
経
済
の
発
展
と
女

性
部
活
動
の
活
性
化

に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
、
深

い
敬
意
を
表
し
ま

す
。
ま
た
、
歴
代
役

員
を
は
じ
め
、
多
く

の
女
性
部
員
の
皆

し
、
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
す
た
め
の
情

報
が
詰
ま
っ
た
「
現

在
（
い
ま
）
の
女
性

た
ち
（
レ
デ
ィ
ー
ス
）

の
活
動
紙
」
と
し
て

名
付
け
ま
し
た
。

　

創
刊
時
に
は
、
ど

の
よ
う
な
紙
面
づ
く

り
を
行
え
ば
読
者
の

皆
様
に
親
し
ま
れ
る

の
か
、
手
探
り
で
議

論
を
重
ね
た
こ
と
を

今
で
も
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。
当
時

は
現
在
の
よ
う
に
情

報
発
信
の
手
段
が
多

く
な
か
っ
た
時
代
で

あ
り
、
部
員
同
士
を

つ
な
ぐ
広
報
紙
の
役

割
は
非
常
に
大
き
な

も
の
で
し
た
。

地
域
で
活
躍

す
る
女
性
た

ち
の
姿
を
紹

介
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動

や
思
い
を
共

有
す
る
こ
と

で
、
新
た
な

交
流
や
連
携

が
生
ま
れ
て

い
っ
た
こ
と

は
、
本
紙
の

地
域
を
支
え
る
女
性
の
力

地
域
を
支
え
る
女
性
の
力

茨
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　
　
　
　

茨
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　
　
　
　

顧
問　

櫻
井　
　

姚

顧
問　

櫻
井　
　

姚

～
部
員
研
修
会
も
併
せ
て
開
催
～

令
和
８
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会

　

  

部
員
増
強
運
動
を
表
彰

◎
商
工
会
員

　
１
０
０
０
人
以
上
の
部

最
優
秀
賞

　
下
妻
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

　
取
手
市
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

　
鹿
嶋
市
商
工
会
女
性
部

　
龍
ケ
崎
市
商
工
会
女
性
部

◎
商
工
会
員

　
１
０
０
０
人
未
満
の
部

最
優
秀
賞

　
潮
来
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

　
高
萩
市
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

　
大
洗
町
商
工
会
女
性
部

　
鉾
田
市
商
工
会
女
性
部

　
石
岡
市
八
郷
商
工
会
女
性
部

　
稲
敷
市
商
工
会
女
性
部

部
員
増
強
運
動
表
彰

部員増強運動で表彰を受けた女性部の皆さん

あいさつする宮本会長
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本
県
か
ら
四
倉
知
子
さ
ん（
常
陸
大
宮
市
）が
主
張
発
表
！

本
県
か
ら
四
倉
知
子
さ
ん（
常
陸
大
宮
市
）が
主
張
発
表
！

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス

カ
レ
ッ
ジ
２
０
２
６（
第
１
回
）

カ
レ
ッ
ジ
２
０
２
６（
第
１
回
）

　

７
月
10
日
、
千
葉

市
の
「
千
葉
県
文
化

会
館
」
を
会
場
に
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
女
性
部
交
流
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
本

県
か
ら
は
１
７
６
名

が
参
加
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
フ
ラ
グ

ル
ー
プ
のN

ā Pua 
ʻA

ʻaliʻi

（
ナ
ー
プ
ア 

ア
ッ
ア
リ
ッ
イ
）
の

方
々
に
よ

る
フ
ラ
ダ

ン
ス
が
披

露
さ
れ
、

華
や
か
な

雰
囲
気
の

な
か
開
会

式
が
行
わ

れ
、
千
葉

県
副
知
事

な
ど
か
ら

来
賓
祝
辞

が
あ
っ
た
。

　
続
い
て
、

主
張
発
表

大
会
に
は

１
都
10
県

の
女
性
部

代
表
11
名

が
出
場
。

　

本
県
か

ら
は
茨
城

県
大
会
で

見
事
、
最

優
秀
賞

に
輝
い
た

四
倉
知
子

さ
ん
（
常

陸
大
宮
市

商
工
会
女
性
部
）
が

出
場
。
女
性
部
活
動

と
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
「
部
員
増
強

達
成
の
先
に
見
え
て

き
た
も
の
～
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
し
て
繋
が
る
絆

～
」
と
題
し
て
、
熱

い
思
い
を
発
表
し
た
。

　

部
員
減
少
の
課
題

に
向
き
合
い
、
女
性

部
活
動
継
続
の
た
め

部
員
増
強
運
動
に
取

四倉さん発表の様子

　

７
月
28
日
、
つ
く

ば
市
内
に
お
い
て
、

部
員
３
１
８
名
が
出

席
し
、「
い
ば
ら
き

レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ

ジ
２
０
２
６
（
第
１

回
）」
を
開
催
し
た
。

　

キ
ャ
ス
タ
ー
の
伊

藤
聡
子
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
地
域
の

活
性
化
が
日
本
の
元

気
を
取
り
戻
す
」
と

題
し
た
講
演
会
を
開

催
。
企
業
同
士
が
繋

が
る
重
要
性
や
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指

す
取
り
組
み
に
つ
い

て
伊
藤
氏
の
取
材
し

た
企
業
の
実
例
等
を

用
い
な
が
ら
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。

　

企
業
間
の
連
携

が
、
企
業
の
利
益
向

上
と
と
も
に
地
域
課

題
の
解
決
に
も
つ
な

が
る
こ
と
や
、
Ｃ
Ｏ

２
削
減

へ
の
取

り
組
み

が
不
可

欠
と
な

る
中
、

廃
棄
物

を
減
ら

し
、
新

た
な
資

源
と
し

て
活
用

す
る
取

り
組
み

に
つ
い

て
も
事

例
を
交

え
て
紹
介
し
た
。
そ

し
て
、
変
化
の
激
し

い
今
こ
そ
、
地
域
資

源
や
企
業
が
持
つ
価

値
を
改
め
て
見
直

し
、
課
題
を
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
や

地
域
の
成
長

に
つ
な
が
る

チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と

強
調
。
企
業

や
自
治
体
、

地
域
住
民
な

ど
多
様
な
主

体
が
連
携

し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ

て
課
題
解
決

に
取
り
組
む

必
要
性
を
訴

え
た
。
さ
ら

に
、
女
性
な

ら
で
は
の
視

点
か
ら
新
た

り
組
み
、
令
和
６
年

度
の
部
員
増
強
運
動

で
年
間
実
績
全
国
第

１
位
を
達
成
。
そ
の

経
緯
か
ら
「
や
れ
ば

で
き
る
」
を
合
言
葉

に
１
４
３
名
と
な
っ

た
部
員
が
一
丸
と
な

り
女
性
部
の
Ｈ
Ｐ
を

作
成
。
部
員
紹
介
と

あ
わ
せ
て
事
業
所
を

掲
載
す
る
こ
と
で
、

事
業
所
の
認
知
度
向

上
・
Ｐ
Ｒ
や
有
益
な

事
業
に
繋
げ
る
新
た

な
試
み
を
実
践
し
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

発
信
活
動
、
女
性
部

員
を
講
師
と
し
た
講

演
会
の
開
催
や
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
出
店
を

通
し
部
員
間
の
交

流
を
深
め
た
経
験
を

語
っ
た
。

 

大
会
後
の
講
演
会
で

は21Sm
ilesGarden

代
表
髙
橋
真
樹
氏
が

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
流
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
表
彰
式

で
、
最
優
秀
賞
に
山

梨
県
代
表
の
小
松
か

お
り
さ
ん
、
優
秀
賞

に
群
馬
県
代
表
の
松

本
も
と
み
さ
ん
、
そ

し
て
、
四
倉
さ
ん
が

見
事
優
良
賞
に
輝
い

た
。
情
報
交
換
会
に

は
茨
城
県
女
性
連
役

員
が
出
席
し
、
各
都

県
女
性
部
の
方
々
と

情
報
交
換
や
懇
談
に

よ
り
親
交
を
深
め
た
。

な
価
値
を
生
み
出
し

た
事
例
も
数
多
く
紹

介
。「
茨
城
県
に
あ

る
豊
か
な
資
源
を
、

女
性
な
ら
で
は
の
共

感
力
や
感
性
を
生
か

し
て
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
も
の
へ
と
育
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
地
域
の

課
題
解
決
や
今
後
の

活
動
に
生
か
せ
る
多

く
の
学
び
を
得
た
。

　

同
日
に
開
催
さ
れ

た
物
産
展
で
は
、
県

内
各
地
の
特
産
品
が

数
多
く
並
び
、
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
た
。

表彰の様子

応援する茨城県の女性部員の皆さん

物産展の様子

あいさつする宮本会長講師の伊藤聡子氏

株式会社 宮本商店
〒300-1324　茨城県稲敷郡河内町源清田２３２８
TEL：0297-84-3111 ／ FAX：0297-84-4500
成 田 倉 庫　千葉県成田市北部２４０TEL：0476-37-2455
取 手 倉 庫　茨城県取手市押切２０５

HP：http://www.kk-miyamoto.jp/HP：http://www.kk-miyamoto.jp/

農業資材農業資材

米穀米穀

肥料肥料

農薬農薬

開 催 日：11 月６日（金）　　
開催場所：小美玉市　「四季文化館みの～れ」

いばらきレディースカレッジ（第2回）のご案内

第１部　「女性と落語　地域にもたらす笑いの楽しみ方」　講　師　立川　成幸 氏
第２部　「日本ウェルネス高等学校吹奏楽部」

物産展も併せて開催！
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県
北
一
周
お
す
す
め
コ
ー
ス

１
日
目

11
：
00　
五
浦
海
岸

12
：
00　
大
津
港
ラ
ン
チ

14
：
00　
花
貫
渓
谷
散
策

16
：
00　
林
音
宿
泊

２
日
目

８
：
30　
植
物
園
内
散
策

10
：
00　
竜
神
大
吊
橋
散
策

12
：
00　
常
陸
秋
そ
ば
ラ
ン
チ

14
：
00　
道
の
駅
か
わ
プ
ラ
ザ

★
五
浦
海
岸
＆
六
角
堂

（
北
茨
城
市
）

　
「
関
東
の
松
島
」
の

異
名
を
持
つ
五
浦
海
岸

と
六
角
堂
は
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
も
登
録

さ
れ
て
お
り
、
芸
術
と

大
自
然
を
一
度
に
楽
し

め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
大
津
港
で
は
漁

港
な
ら
で
は
の
新
鮮
な

海
鮮
料
理
が
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

★
花
貫
渓
谷 （
高
萩
市
）

　
新
緑
や
紅
葉
、
冬
に

は
雪
化
粧
な
ど
四
季

折
々
違
っ
た
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。

★
泊
ま
れ
る
植
物
園
林
音

（
那
珂
市
）

　

植
物
園
内
に
宿
泊
施

設
が
あ
り
、
宿
泊
者
限

定
の
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
幻
想
的
で
昼
と
は
違
っ

た
姿
を
楽
し
め
ま
す
。

★
竜
神
大
吊
橋
＆
秋
そ
ば

（
常
陸
太
田
市
）

　
茨
城
百
景
の
一
つ
に

も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
竜

神
峡
に
掛
か
る
竜
神
大

吊
橋
は
大
自
然
を
両
脇

に
新
緑
や
紅
葉
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
茨

城
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
蕎

麦
「
常
陸
秋
そ
ば
」
の

有
名
な
産
地
で
も
あ

り
、
香
り
高
い
お
蕎
麦

を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

★
道
の
駅
か
わ
プ
ラ
ザ

（
常
陸
大
宮
市
）

　
旅
の
最
後
の
お
土
産

選
び
に
道
の
駅
は
い
か

が
で
す
か
？

　
各
地
で
女
性
部
員
が

お
も
て
な
し
致
し
ま
す
。

　
こ
ち
ら
で
ご
紹
介
し

た
ス
ポ
ッ
ト
以
外
に
も

県
北
に
は
沢
山
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
観
光
地
が
あ

り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
県
北
地
区
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

県北地区商工会女性部連絡協議会

～海と自然を巡る
県北一周の旅～

　
鹿
行
地
区
の
高
名
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
い
え

ば
、「
東
国
三
社
」
巡

り
で
す
。
古
代
、
伊
勢

神
宮
に
次
ぐ
特
別
な
三

社
と
呼
ば
れ
た
神
栖
市

の
息
栖
神
社
、
鹿
嶋
市

の
鹿
島
神
宮
、
そ
し
て

千
葉
県
香
取
市
の
香
取

神
宮
を
め
ぐ
る
参
拝

ル
ー
ト
は
、
関
東
屈
指

の
強
力
な
開
運
ル
ー
ト

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
鹿
島
神
宮
と
香
取

神
宮
は
国
の
守
り
を
司

る
神
々
。
息
栖
神

社
は
そ
の
入
り
口

と
し
て
重
要
な
位

置
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
中
間

地
点
に
あ
る
潮
来

市
は
、
か
つ
て
宿

場
町
と
し
て
栄
え

た
歴
史
を
持
ち
ま

す
。
さ
ら
に
、
農

業
が
盛
ん
な
行
方

市
で
は
「
さ
つ
ま

い
も
」、
鉾
田
市

で
は
「
メ
ロ
ン
」

が
有
名
で
、
特
に

全
国
的
に
も
珍
し
い
メ

ロ
ン
狩
り
の
収
穫
体
験

が
で
き
る
エ
リ
ア
と
し

て
も
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
鹿
行
地
区
の

魅
力
た
っ
ぷ
り
詰
め
込

ん
だ
お
も
て
な
し
プ
ラ

ン
を
ご
用
意
い
た
し
ま

し
た
。

　
ま
ず
は
、
知
識
豊
富

な
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
に

よ
る
鹿
嶋
の
歴
史
や
神

社
の
造
り
な
ど
の
お
話

に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ

き
、
鹿
島
神
宮
を
じ
っ

く
り
と
参
拝
し
ま
す
。

そ
の
後
、
神
栖
市
へ
と

移
動
し
、
ア
ト
ン
パ
レ

ス
ホ
テ
ル「
ル
ピ
ナ
ス
」

に
て
、
地
元
の
食
材
や

旬
の
素
材
を
活
か
し
た

こ
だ
わ
り
の
料
理
を
堪

能
く
だ
さ
い
。

　
お
食
事
の
後
は
、
潮

来
市
内
の
あ
や
め
園

へ
。
園
内
は
、
数
多

く
の
あ
や
め
（
花
菖

蒲
）
が
植
え
ら
れ
て
お

り
、
見
頃
を
迎
え
る

６
月
に
は
、
多

彩
な
色
彩
が
水

辺
を
美
し
く
彩

り
ま
す
。
水
面

に
映
る
花
菖
蒲

や
、
橋
の
上
か

ら
眺
め
る
水
路

の
景
色
は
、
写

真
映
え
も
抜
群

で
す
。

　

旅
の
最
後

は
、
道
の
駅
い

た
こ
に
立
ち
寄

り
、
新
鮮
な
地

元
の
野
菜
や
お

米
、
特
産
品
な
ど
、
ご

家
族
や
お
友
達
に
お
土

産
選
び
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
鹿
行
地
区
商
工
会
女

性
部
一
同
、
み
な
さ
ま

の
お
越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

鹿行地区商工会女性部連絡協議会

鹿島神宮と
水郷潮来あやめ園めぐり

　
笠
間
市
は
、
古
く
か

ら
続
く
目
に
見
え
ぬ

「
祈
り
」、格
式
あ
る「
城

下
町
」
の
記
憶
、
そ
し

て
人
の
手
が
生
み
出
す

「
陶
芸
文
化
」
が
幾
重

に
も
重
な
り
合
う
、
奥

深
い
魅
力
に
満
ち
た
歴

史
都
市
で
す
。

　
そ
の
中
心
に
鎮
座
す

る
笠
間
稲
荷
神
社
は
、

白
雉
２
年（
６
５
１
年
）

の
創
建
と
伝
わ
る
日
本

屈
指
の
古
社
、
江
戸
期

に
は
歴
代
の
藩
主
や
水

戸
徳
川
家
か
ら
篤
い
崇

敬
を
受
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
一
歩
参
道
へ
足
を
踏

み
入
れ
れ
ば
、
往
時
の

賑
わ
い
が
鮮
や
か
に
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

　
か
つ
て
多
く
の
旅
人

や
商
人
が
行
き
交
い
、

豊
か
な
文
化
を
育
ん
だ

そ
の
道
沿
い
に
は
、
今

も
情
緒
豊
か
な
老
舗
の

佇
ま
い
が
暖
簾
を
掲

げ
、
皆
様
を
ど
こ
か
懐

か
し
い
時
代
へ
と
優
し

く
誘
い
ま
す
。

　

ご
当
地
グ
ル
メ
で

は
、
お
稲
荷
様
に
ち
な

ん
だ
「
笠
間
い
な
り
寿

司
」
も
有
名
で
定
番

の
味
は
も
ち
ろ

ん
、
蕎
麦
や
胡

桃
、
季
節
の
素

材
を
包
ん
だ
個

性
豊
か
な
お
稲

荷
さ
ん
が
、
小

腹
と
心
を
優
し

く
満
た
し
て
く

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
明
治

以
降
、
笠
間
市

は
「
陶
芸
の
ま

ち
」
と
し
て
新

た
な
歴
史
を
刻

ん
で
き
ま
し
た
。

　
江
戸
末
期
に
信
楽
の

陶
工
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
笠
間
焼

は
、
大
地
の
恵
み
で
あ

る
良
質
な
土
と
職
人
の

確
か
な
技
に
支
え
ら

れ
、
全
国
に
誇
る
名
産

地
へ
と
成
長
い
た
し
ま

し
た
。

　
現
在
で
は
、
国
内
屈

指
の
陶
芸
専
門
美
術
館

で
あ
る
茨
城
県
陶
芸
美

術
館
を
中
心
に
、
美
し

い
自
然
と
調
和
し
た
工

房
や
モ
ダ
ン
な
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
点
在
し
て
お
り

ま
す
。
伝
統
を
守
り
つ

つ
も
作
家
の
自
由
な
感

性
を
何
よ
り
尊
ぶ
、
温

か
み
と
革
新
性
に
満
ち

た
空
間
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

古
代
の
「
祈
り
」、

近
世
の
「
城
下
町
」、

近
代
の
「
陶
芸
」。
時

代
を
超
え
て
積
み
重
ね

ら
れ
た
こ
れ
ら
三
つ
の

文
化
軸
が
、
笠
間
な
ら

で
は
の
温
か
い
お
も
て

な
し
の
心
と
な
り
、
訪

れ
る
皆
様
の
旅
を
豊
か

に
彩
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
心
ゆ
く
ま

で
、
こ
の
街
の
深
い
情

緒
と
心
地
よ
い
創
造
の

息
吹
を
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

中央地区商工会女性部連絡協議会

歴史と芸術が調和する「笠間」
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筑
波
山
麓
が
色
づ
き

始
め
る
９
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
、
最
先
端
の

科
学
技
術
か
ら
里
山
の

自
然
、
秋
の
味
覚
、
そ

し
て
伝
統
文
化
ま
で
茨

城
県
新
筑
地
区
の
魅
力

を
ご
堪
能
い
た
だ
け
る

周
遊
ツ
ア
ー
で
す
。

　
は
じ
め
に
訪
れ
る
の

は
、
つ
く
ば
市
の
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
筑
波
宇
宙
セ
ン

タ
ー
。
日
本
の
宇
宙
開

発
を
支
え
る
研
究
拠
点

と
し
て
知
ら
れ
、
実
物

大
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛

星
の
展
示
を
通
し
て
、

宇
宙
開
発
の
歴
史
や
最

先
端
の
技
術
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
知

的
好
奇
心
を
刺
激
す
る

人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
昼
食
は
、
筑
波
山
南

麓
の
自
然
豊
か
な
新
治

地
区
に
あ
る
小
町
の
館

へ
。
小
野
小
町
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
知
ら
れ
、

の
ど
か
な
里
山
風
景
の

中
で
味
わ
う
地
元
産
そ

ば
粉
を
使
っ
た
常
陸
秋

そ
ば
は
格
別
で
す
。

　

午
後
は
、
い
ば
ら
き

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
散

策
。
秋
バ
ラ
を
は
じ
め

と
し
た
季
節
の
花
々
が

園
内
を
彩
り
、
美
し
い

景
観
を
楽
し
め
ま
す
。

園
内
シ
ョ
ッ
プ
で
は
地

元
特
産
品
や
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
な
ど
の
お
買
い

物
も
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

　
続
い
て
、
果
樹
栽
培

が
盛
ん
な
八
郷
地
区
で

果
物
狩
り
を
体
験
。
旬

を
迎
え
た
果
物
の
、
採

れ
た
て
な
ら
で
は
の
み

ず
み
ず
し
い
味
わ
い
を

堪
能
し
な
が
ら
、
実
り

の
秋
を
満
喫
し
ま
す
。

自
然
の
恵
み
を
五
感
で

味
わ
え
る
、
こ
の
季
節

な
ら
で
は
の
楽
し
み
で

す
。

　

旅
の
締
め
く
く
り

は
、
伝
統
の
香
づ
く
り

を
受
け
継
ぐ
駒
村
清
明

堂
。
天
然
原
料
を
用
い

た
お
線
香
の
香
り
に
触

れ
な
が
ら
、
日
本
の
香

文
化
や
職
人
の
技
を
学

び
ま
す
。
心
地
よ
い
香

り
に
包
ま
れ
る
ひ
と
と

き
は
、
旅
の
締
め
く
く

り
に
ふ
さ
わ
し
い
特
別

な
体
験
で
す
。

　

宇
宙
開
発
の
最
前

線
、
里
山
の
味
覚
と
風

景
、
季
節
の
花
々
や
果

実
、
そ

し
て
香

り
の
文

化
。
茨

城
県
新

筑
地
区

の
魅
力
を
一
度
に
味
わ

え
る
、
秋
な
ら
で
は
の

お
す
す
め
ツ
ア
ー
で

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
地
域

な
ら
で
は
の
豊
か
な
魅

力
を
ご

体
感
く

だ
さ
い
。

　

稲
敷
市
に
鎮
座
す

る
「
大
杉
神
社
」
は
、

願
い
事
に
異
な
る
ご
利

益
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
す

る
「
夢
叶
え
る
神
社
」

と
し
て
、
多
く
の
参
拝

者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
華
や
か
な
装
飾

で
心
躍
る
境
内
は
、
ま

る
で
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の

よ
う
な
楽
し
さ
に
あ
ふ

れ
、
訪
れ
る
だ
け
で
心

が
弾
み
、
自
然
と
笑

顔
に
な
れ
る
人
気
の
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

今
回
は
、
普
段
は

入
る
こ
と
が
で
き
な
い

“
非
公
開
の
特
別
な
お

部
屋
”
で
、
市
川
宮
司

様
に
よ
る
貴
重
な
お
話

を
伺
え
る
特
別
企
画
を

ご
用
意
し
ま
し
た
。
神

社
の
歴
史
や
信
仰
に
ま

つ
わ
る
お
話
は
も
ち
ろ

ん
、
日
々
の
暮
ら
し
を

前
向
き
に
過
ご
す
た
め

の
ヒ
ン
ト
や
、
願
い
を

叶
え
る
た
め
の
心
構
え

な
ど
、
こ
こ
で
し
か
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
お

話
に
触
れ
て
い
た
だ
け

ま
す
。

　

さ
ら
に
境
内
見
学

で
は
、
大
杉
神
社
な
ら

で
は
の
見
ど
こ
ろ
や
隠

れ
た
魅
力
を
ご
案
内
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

季
節
の
お
花
の
か
わ
い

ら
し
い
風
車
づ
く
り
を

体
験
い
た
だ
き
ま
す
。

手
作
り
な
ら
で
は
の
温

か
み
を
感
じ
な
が
ら
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

作
品
を
完
成
さ
せ
る
楽

し
さ
も
味
わ
え
ま
す
。

　

日
常
の
忙
し
さ
を
少

し
忘
れ
、
心
を
整
え
な
が

ら
特
別
な
時
間
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
た

な
発
見
や
ご
縁
、
そ
し

て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と

と
き
が
、
皆
様
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
き
っ

と
心
に
残
る
素
敵
な
一
日

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

①
食
事
つ
き
プ
ラ
ン

　
11
：
00　

�

非
公
開
の
特

別
な
お
部
屋

で
宮
司
様
の

お
話
を
伺
い

な
が
ら
お
食

事

　
　
　
　
　
※
昼
食
代
別
途

　
12
：
00　
境
内
見
学

　
13
：
00　

�

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
花
の
風
車

作
成
）
＆
記
念

撮
影

　
14
：
00　
終
了

②
食
事
な
し
プ
ラ
ン

　
13
：
00　

�

非
公
開
の
特

別
な
お
部
屋

で
宮
司
様
の

お
話

　
13
：
30　
境
内
見
学

　
14
：
00　

�

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
（
花

の
風
車
作
成
）

＆
記
念
撮
影

　
15
：
00　
終
了

受
入
れ
人
数
上
限
：
10
人
。

受
入
れ
可
能
時
期
：
通
年

（
宮
司
様
の
ご
都
合
上
希
望

の
１
か
月
前
ま
で
に
申
込
）

　
坂
東
市
と
将
門
の
パ
ワ
ー

を
感
じ
、
楽
し
み
、
商
売
繁

盛
へ
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
プ

ラ
ン
で
す
。
日
帰
り
、一
泊
、

ど
ち
ら
に
も
対
応
で
き
、
次

の
５
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
よ
り
組

み
合
わ
せ
て
い
た
だ
け
ま

す
。

〇�【
将
門
煎
餅
本
舗
】
工
場

見
学
。

〇�【
国
王
神
社
】
平
将
門
公

ゆ
か
り
の
神
社
参
詣
。

〇�【
坂
東
市
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
秀
禄
】
明
治
時
代
の

酒
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
複
合
施
設
見
学
と
も

の
づ
く
り
体
験
。
座
敷
わ

ら
し
伝
説
と
し
て
も
人

気
。

〇�【
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

茨
城
県
自
然
博
物
館
】
茨

城
の
風
土
、
自
然
の
素
晴

ら
し
さ
を
楽
し
む
。

〇�【
将
門
の
里
】
地
元
特
産

品
の
お
買
い
物
。

※�

お
食
事
は
、
女
性
部
員
の

お
店
で
自
慢
の
グ
ル
メ
。

坂
東
の
酒「
秀
禄
」「
将
門
」

の
乾
杯
も
お
す
す
め
。

※�

宿
泊
先
は
、「
ホ
テ
ル
グ

リ
ー
ン
コ
ア
坂
東
」

　

�　

豊
か
な
自
然
と
歴
史

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
時
間
、

「
和
」
を
も
っ
て
皆
様
を

お
も
て
な
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

県西地区・坂東市商工会女性部

～勝ち運アップ・商売繁盛～
坂東・将門パワースポット
＆「茨城県自然博物館」県南地区商工会女性部連絡協議会

見どころ満載の「夢叶えワンダーランド！
大杉神社」で特別なひとときを過ごしてみませんか♪

新筑地区商工会女性部連絡協議会

宇宙を学び、
旬をほおばる味覚ツアー

迫力満点の恐竜ジオラマ

小さな「好き」から大きな「夢中」へ！
茨城県坂東市大崎 700

TEL：0297(38)2000 FAX：0297(38)1999

登録有形文化財で過ごすひと時

茨城県坂東市岩井 3351

観光交流センター秀緑 ℡0297-35-0002

体験ガラス工房 さざ波硝子店登録有形文化財 秀緑主屋

２次元コードを読み込み
弊社ホームページから直接商品を購入いただけます！
お気軽にアクセスください。

有限会社 将門煎餅本舗
茨城県坂東市岩井 4448
TEL．０２９７－３５－０５０６ FAX.０２９７－３５－２００９

https://www.masakadokou.co.jp/

贈
る
喜
び

　贈
ら
れ
る
嬉
し
さ



（5）　令和８年８月31日 第 71 号

髙橋肉店
〒 301-0000 茨城県龍ケ崎市 5131　営業時間 10：00-19：00

TEL：0297-62-2024　　定休日：水曜日
URL：https://www.nikutaka.com/

　

明
治
25
年

創
業
、
三
國
屋

さ
ん
四
代
目

の
奥
様
、
藤

田
智
恵
さ
ん

で
す
。

　

三
國
屋
さ

ん
と
い
え
ば

鯉
の
ぼ
り
！

　
型
を
一
切
使
わ
ず
、

縦
に
ピ
ン
と
張
っ
た

布
に
平
筆
一
本
で
輪

郭
を
一
気
に
描
き
上

げ
る
の
が
特
徴
で
、

９
ｍ
の
鯉
の
ぼ
り
で

は
胴
回
り
が
約
４
ｍ

に
も
な
り
、
青
空
を

泳
ぐ
勇
壮
な
姿
は
圧

巻
で
す
。

　

ま
た
、
手
描
き
に

こ
だ
わ
っ
た
盆
提
灯

や
破
魔
弓
、
ひ
な
人

形
な
ど
も
揃
い
、
人

生
の
節
目
や
季
節
を

彩
り
ま
す
。

　

店
内
に
は
智
恵
さ

ん
が
選
ぶ
古
布
の
和

小
物
や
和
陶
器
、
珍

し
い
お
菓
子
が
並
び

ま
す
。
そ
の
ど
れ
も

が
、
暖
か
く
優
し
い

雰
囲
気
で
、
智
恵
さ

の
開
業
以
来
、
地
元

の
方
を
は
じ
め
県
内

外
か
ら
訪
れ
る
多
く

の
お
客
様
に
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
お

す
す
め
は
「
味
玉

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
麺
」。

魚
介
、
と
ん
こ
つ
、

鶏
ガ
ラ
を
合
わ
せ
た

濃
厚
な
Ｗ
ス
ー
プ

は
、
コ
ク
が
あ
り
な

が
ら
後
味
は
す
っ
き

り
と
し
て
お
り
、
麺

と
の
相
性
も
抜
群
で

す
。
夏
季
限
定
の
冷

や
し
中
華
や
自
家
製

プ
リ
ン
、
イ
ベ
ン
ト

限
定
の
ガ
ト
ー
シ
ョ

コ
ラ
も
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、

来
年
８
月
に
は
開
業

20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

久
美
さ
ん
は
「
お
客

様
と
の
一
期
一
会
を

　

大
洗
町
の

ラ
ー
メ
ン
店

「
麺
屋
渡
来
人
」

を
ご
主
人
と
と

も
に
支
え
て
い

る
の
が
、
中
野

久
美
さ
ん
で
す
。

２
０
０
７
年

ん
の
人
柄
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
お
買

い
物
が
終
わ
っ
て
も
、

居
心
地
が
よ
く
て
つ

い
つ
い
立
ち
話
…
聞

き
上
手
で
、
み
ん
な

か
ら
愛
さ
れ
る
奥
様

で
す
。

　

磯
原
店
で
は
四
代

あんな店
こんな店

　

創
業
76
年
、
三
代

目
の
望
月
さ
ん
ご
夫

妻
が
経
営
す
る
高
橋

肉
店
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
龍
ケ
崎
市

商
店
街
に
あ
る
お
店

に
は
、「
常
陸
牛
」

と
「
プ
リ
ン
」
の
の

ぼ
り
が
立
ち
、
店

内
に
は
多
種
類
の
お

肉
が
並
ん
で
い
ま

す
。
特
に
お
す
す
め

は
「
豚
肉
の
み
そ
漬

け
（
龍
ケ
崎
漬
け
）」

と
の
こ
と
で
す
。
テ

レ
ビ
取
材
を
受
け
た

有
名
な
「
龍
ケ
崎
コ

ロ
ッ
ケ
」
を
は
じ
め
、

揚
げ
物
も
豊
富
に
取

り
揃
え
ら
れ
て
お
り
、

ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
な
ど

の
お
惣
菜
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

店
内
に
は
4
種
類
の

手
作
り
プ
リ
ン
が
並

ん
で
い
ま
す
。
こ
の

プ
リ
ン
は
、
揚
げ
物

に
使
用
す
る
良
質
な

地
元
産
の
卵
を
活
用

し
、
望
月
さ
ん
が
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
作

り
上
げ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
「
み
っ
ち
ー

プ
リ
ン
」
で
す
。
プ

リ
ン
好
き

の
ご
主
人

を
は
じ
め
、

多
く
の
お

客
様
か
ら

好
評
を
い

た
だ
い
て

い
ま
す
。

店
舗
左
側

に
は
プ
リ

ン
工
房
と

20
台
収
容

の
駐
車
場

が
あ
り
、

　
『
本
物
と
向
き
合

え
る
場
所
』

　

境
町
に
あ
り
ま
す

㈲
小
林
輪
業
商
会
様

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

江
戸
末
期
に
「
釜

屋
次
兵
衛
」、
明
治

は
「
赤
の
れ
ん
」
と

し
て
名
を
馳
せ
、
昭

和
28
年
創
業
、
現
在

は
、８
代
目
オ
ー
ナ
ー

夫
妻
と
後
継
者
の
９

代
目
で
、
バ
イ
ク
・

自
転
車
の
販
売
、
整

備
の
強
み
を
生
か
し
、

地
域
に
根
ざ
し
た
事

業
を
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

店
内
に
入
る
と
沢

山
の
バ
イ
ク
、
そ
し

て
五
感
を
刺
激
す
る

香
り
が
、「
愛
車
と
一

緒
に
楽
し
み
た
い
！
」

と
思
わ
せ
る
ワ
ク
ワ

ク
感
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
こ
こ
は
、
人

と
人
と
が
楽
し
め
る

場
所
で
す
。
販
売
だ

け
で
な
く
、
修
理
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
ア

フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ま

で
責
任
を

も
っ
て
誠

実
な
対

応
を
し
て

下
さ
い
ま

す
。
一
人

ひ
と
り
の

お
客
様
に

寄
り
添
い
、

そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ

た
き
め
細

ゆ
っ
た
り
と
お
買
い

物
が
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
お
出
か
け

下
さ
い
。
望
月
さ
ん

を
は
じ
め
、
6
名
の

女
性
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
が
笑
顔
で
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

（
松
本　
美
枝
子　
記
）

㈲小林輪業商会
〒 306-0433 茨城県猿島郡境町 1407-1

TEL：0280-87-0142

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
で
、

バ
イ
ク
ラ
イ
フ
を
よ

り
豊
か
に
で
き
ま
す
。

　

も
っ
と
楽
し
く

「
特
別
な
一
台
」
を

オ
ー
ナ
ー
と
一
緒
に

作
り
あ
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

(

古
谷　
直
美　
記
）

張り切り張り切り
美　　人美　　人

大
切
に
、
ご
主
人
と

と
も
に
一
日
で
も
長

く
店
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
大

洗
を
訪
れ
た
際
に
は
、

ぜ
ひ「
麺
屋
渡
来
人
」

で
心
温
ま
る
一
杯
を

味
わ
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
塩
畑　
勝
子　
記
）

目
の
お
母
様
、
そ
し

て
大
津
店
で
は
奥
様

が
、
温
か
い
笑
顔
で

お
客
様
を
お
迎
え
致

し
ま
す
。

　

北
茨
城
に
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
！

（
村
田　
知
世　
記
）

株式会社三國屋
【所 在 地】〒 319-1704 茨城県北茨城市大津町北町 3341-1
【電話番号】0293-46-1836

麺屋 渡来人
住所：〒 311-1311 茨城県東茨城郡大洗町大貫町 602-3
電話：050-8883-0644
営業時間：［水～金］11：00 ～ 14：00
　　　　　［土・日］11：00 ～ 14：00 ／
　　　　　　　　　 17：30 ～ 20：00
定休日：月曜日・火曜日
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茨
城
町
商
工
会
女

性
部
で
は
、
移
動
総

会
研
修
と
し
て
埼
玉

県
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
普
段
と
は
違
う

場
所
で
歴
史
や
文
化

を
学
び
、
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

部
員
同
士
の
交
流
も

深
ま
り
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
参

加
者
は
振
り
返
り
ま

す
。

　

渋
沢
栄
一
記
念
館

で
は
、
70
歳
代
の
姿

を
忠
実
に
再
現
し
た

渋
沢
栄
一
ア
ン
ド
ロ

イ
ド
に
よ
る
講
義
を

受
け
、「
道
徳
経
済

合
一
説
」
な
ど
、
渋

沢
栄
一
の
考
え
方
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
る
で
本
人
か
ら
語

り
か
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
体
験
を
通
じ
、

そ
の
功
績
や
人
を
大

切
に
す
る
姿
勢
に
触

れ
る
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た

生
家
で
は
、
将
棋
の

藤
井
聡
太
さ
ん
が
対

局
し
た
部
屋
や
控
室

が
あ
り
、
扇
子
に
書

い
た
直
筆
の
サ
イ
ン

を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

昼
食
に
は
、
深
谷

市
が
文
化
庁
よ
り

「
１
０
０
年
フ
ー
ド
」

と
し
て
認
定
を
受
け

た
「
煮
ぼ
う
と
う
」

を
味
わ
い
、
午
後
は

川
越
の
街
並
み
を
散

策
。
歴
史
と
文
化
を

感
じ
な
が
ら
、
充
実

し
た
一
日
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

（
塩
畑　
勝
子　
記
）

　
「
毎
日
暑
い
で
す
ね
。」

そ
ん
な
会
話
が
飛
び
交

う
８
月
。
私
た
ち
筑
西
市

商
工
会
女
性
部
は
、
新

た
に
二
つ
の
地
域
事
業

に
参
加
し
ま
し
た
。
一
つ

目
は
、『
あ
け
の
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
で

す
。
お
客
様
が
会
場
内
で

摘
ん
で
き
た
ひ
ま
わ
り

を
水
切
り
し
、
お
持

ち
帰
り
用
に
ま
と

め
る
作
業
や
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
担
当
し

ま
し
た
。
猛
暑
の
中

の
参
加
で
部
員
の

体
調
が
心
配
で
し
た
が
、

お
客
様
か
ら
「
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
ん
で

す
よ
」「
満
開
の
ひ
ま
わ

り
を
観
る
と
元
気
が
出

る
ね
」
と
の
お
声
を
い
た

だ
き
、
お
客
様
と
一
緒
に

女
性
部
員
の
笑
顔
も
満

開
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
二
つ
目
は
昨

年
初
め
て
開
催
さ
れ
た

五
葉
盆
踊
り
で
す
。
商
工

会
女
性
部
に
も
声
が
掛

り
、
踊
り
手
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
本
番
ま
で
何

度
も
練
習
を
重
ね
、
楽

し
み
な
が
ら
部
員
間
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、

楽
し
そ
う
に
踊

る
部
員
の
姿
を

見
て
、
た
く
さ

ん
の
お
客
様
が

踊
り
に
飛
び
入

り
参
加
。
会
場

は
大
盛
り
上
が

り
で
し
た
。

　

今
後
も
部

員
同
士
の
繋
が

り
、
地
域
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切

に
、
笑
顔
で
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
篠
﨑　
幸
子　
記
）

　

高
萩
市
商
工
会
女
性

部
は
、
地
域
に
根
差
し

た
魅
力
あ
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

資
質
向
上
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
部
員

研
修
会
で
は
、
昨
年

度
、
茶
道
教
室
を
開
催

し
、
日
本
の
伝
統
文
化

に
触
れ
な
が
ら
部
員
間

の
親
睦
と
教
養
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

の
企
業
視
察
研
修
で
は
、

新
工
場
が
完
成
し
た
永

谷
園
へ
の
訪
問
を
予
定

し
て
お
り
、
先
進
的
な

も
の
づ
く
り
の
現
場
や
、

徹
底
さ
れ
た
安
全
管
理

を
学
び
、
今
後
の
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
視
野
を
広
げ

る
貴
重
な
機
会
を
作
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

毎
年
恒
例
の
「
高
萩

市
産
業
祭
」
へ
の
出
店

で
は
、
新
た
な
試
み
と

し
て
、
大
人
用
と
子
供

用
に
分
け
た
ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
を
導
入
。
大
人
用

に
は
新
鮮
な
地
場
野
菜

や
自
慢
の
特
産
品
、
子

供
用
に
は
お
菓
子
を
用

意
し
た
と
こ
ろ
、
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
11
月
の
第
３
日
曜

日
に
高
萩
市
役
所

駐
車
場
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
女
性

部
一
同
、
皆
様
に

笑
顔
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
心

を
込
め
て
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す

の
で
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

足
を
お
運
び
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
上
野　
真
規
子　
記
）

茨城町商工会女性部

歴史と文化に触れ、新たな学びを得た一日

　

取
手
市
商
工
会

女
性
部
で
は
、
令
和

７
年
度
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
補
助

金
（
Ｂ
Ｃ
型
）
を
活
用

し
、
災
害
備
蓄
用
レ

ト
ル
ト
カ
レ
ー
「
と
っ

て
お
き
カ
レ
ー
」
を

開
発
し
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
、
２
０
２
３

年
６
月
に
取
手
市
内

で
発
生
し
た
豪
雨
災

害
で
す
。
被
災
を
経

験
す
る
中
で
、「
女
性

部
と
し
て
地
域
の
た

め
に
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
」
と
考
え
、
こ

の
取
り
組
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

完
成
ま
で
に
は
、

市
内
イ
ベ
ン
ト
で
の

試
食
ア
ン
ケ
ー
ト
や

役
員
会
で
の
試
食
を

何
度
も
重
ね
、「
非
常

時
で
も
温
か
い
気
持

ち
に
な
れ
る
味
」
を

目
指
し
ま
し
た
。
完

成
し
た
カ
レ
ー
は
、

取
手
市
へ
１
，
８
０
０

食
を
寄
贈
し
、
子
ど

も
食
堂
や
介

護
施
設
な
ど

の
備
蓄
用
と

し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た

感
謝
の
言
葉

は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
大

き
な
励
み
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ

の
経
験
を
生

か
し
、
販
売

用
商
品
化
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で

す
。

（
成
島　
久
美
子　
記
）

「地域資源を活用した災害用レトルトカレー
の開発と地域防災事業」 取手市商工会女性部

　

こ
の
マ
ル
シ
ェ
事
業

は
今
年
の
秋
で
十
二
回

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
春
は
新
緑
の

山
々
を
背
景
に
、
秋
は

紅
葉
真
っ
盛
り
の
大
自

然
の
中
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
地
域
内
外
か

ら
出
店
希
望
者
が
増

え
、地
域
の
方
々
に
と
っ

て
定
着
し
て
き
た
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

部
員
発
案
の
「
常
陸
秋

そ
ば
粉
」
を
使
っ
た
ピ

ザ
は
毎
回
即
完
売
す
る

ほ
ど
の
大
人
気
。
地
元

そ
ば
愛
好
会
に
よ
る
手

打
ち
そ
ば
や
国
産
牛
カ

レ
ー
な
ど
の
提
供
。
ま

た
、
癒
し
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
占
い
・
ク
ラ
フ
ト

雑
貨
の
販
売
。
青
空
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
オ
カ
リ

ナ
の
演
奏
や
里
山
合
唱

団
な
ど
、「
小
町
の
館
」

の
施
設
を
存
分
に
活

用
し
、
来
場
者
が
一
日

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
新
治
の
良
い
も
の
を

自
分
達
か
ら
発
信
す
る
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

着
実
に
実
を
結
び
女
性

部
員
と
し
て
の
達
成
感

や
活
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
少
し
ず

つ
変
化
を
加
え
な
が
ら

新
治
を
代
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
見　
ひ
ろ
み　
記
）

　

潮
来
市
商
工
会
女
性

部
に
と
っ
て
、
あ
や
め
ま

つ
り
で
の
売
店
参
加
は
毎

年
の
大
仕
事
で
す
。
５
月

23
日
か
ら
６
月
21
日
ま

で
の
約
１
ヶ
月
間
、
水
・

土
・
日
の
週
３
日
営
業
で

す
が
、
準
備
や
当
番
の

調
整
で
実
際
は
“
ほ
ぼ
毎

日
祭
り
気
分
…
い
や
、
祭

り
労
働
”
と
い
う
忙
し
さ

で
す
。
短
い
よ
う
で
長
い
、

で
も
ち
ょ
っ
と
楽
し
い

１
ヶ
月
を
部
員
み
ん
な
で

乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。
売

店
は
派
手
さ
こ
そ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
祭
り
に
は
欠
か

せ
な
い
存
在
だ
と
密
か
に

自
負
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
人
気
の
手
作
り
あ
や

め
は
、
荷
造
り
紐
を
編
ん

で
作
る
歴
代
の
先
輩
方

か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統

の
一
品
で
、
ま
さ
に
女
性

部
の
“
秘
伝
の
技
”。
今

年
は
成
田
空
港
で
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
も
参
加
し
、

外
国
の
方
々
が
夢
中
で

編
む
姿
に
こ
ち
ら
も
思
わ

ず
ニ
ッ
コ
リ
。
世
界
の
ど

こ
か
に
私
た
ち
の
あ
や
め

が
旅
立
っ
て
い
る
と
思
う

と
、
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
楽
し
い
風
を
届
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
篠
塚　
栄　
記
）

私
た
ち
の
ワ
ク
ワ
ク
事
業
を
紹
介
し
ま
す

～
地
域
が
元
気
に
な
る

お
手
伝
い
を
！
～

潮
来
市
商
工
会
女
性
部

筑
西
市
商
工
会
女
性
部

【
に
い
は
り
de
マ
ル
シ
ェ
】で
魅
力
発
信
!!

土
浦
市
新
治
商
工
会
女
性
部

～女性部が目指すもの～～女性部が目指すもの～

女
性
部
活
動
で
地
域
を
元
気
に

高
萩
市
商
工
会
女
性
部


